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はじめに

相模湾海洋生物研究会では，相模湾の魚類相を明ら

かにする目的で，沿岸域の数地点を継年調査してい

る。相模湾の西南端に位置する伊豆半島下回市の須崎

半島周辺海域は，黒潮沿岸流の影響をうけ，地形的な

環境も複雑であることから，本州中部沿岸域に代表さ

れる暖海域の生物相が見られる場所である。本研究会

では須崎半島の回ノ浦湾を中心に，1986年から浅海性

魚類の生態観察を継続してきた。同海域の魚類相につ

いては， 1986年10月～1988年8月までの調査結果を基

に75科225種（ヨシノボリの生態型3型を含める）を

記録しあわせて出現魚種の田ノ浦湾における生活型

を報告した〈東ほか，1989）。本報では， その後の調

査による出現魚種や前報中では目視記録種であったも

のを採集し， ：再同定した結果などを追録する。なお追

加記録種のなかには未記載種や日本初記録径が含まれ

ており，詳細な記載は別報に譲ることとして本報で和

名新称をあたえたものが3種ふくまれる。

調査方法

本報の調査期聞は， 1988年9月から1990年11月まで

とした。観察時聞は連続日で月 1回，平均6～8時間

行った。観察と採集法はおもにスキン ・ダイビングで

あるが， 1989年6月よりスターバ ・ダイビングも併用

した〔静岡県知事特別採捕許可による〉。調査海域で

ある回ノ浦湾の概況については， 吉原ほか（1976a）や

東ほか（1989）に，また吉原 ・添田（1974）が地形や

底質について， DEGUCHIet al. (1974）や吉原ほか

(1976b）が水質環境について，それぞれ詳細に報告し

てあるので本報では省略した。調査は湾口から湾奥部

までを中心に行い，干潮時にはタイドプーノレや潮間帯

転石下などでも行った。また生活史の一時期を回ノ浦

湾で過ごす両側回遊性の淡水魚もいるので，湾奥に流

入する河口水域も調査対象地点とした。調査は著者ら

が主に行い，種の同定は，林（公〕 ・伊藤 ・萩原 ・林

〔弘〉が行った。

結果

回ノ浦湾産魚類目録 ・追補（1988年9月～1990年11月〉

目録で使用した種番号〔226.～292.）は， 前報 （東

ほか， 1989）で記録した最後の種番号（225.）から追

録した。採集標本で同定の済んだ種については横須賀

市自然博物館魚類資料として登録したので，和名 ・種

名 ・登録番号YCMP ・ （偲体数，体長範凶，＊印は全長〉

・採集日のl慣に記した。種の配列と記載（計測昔日位と

方法〉については，益田ほか（1984）に従った。分布

域については原則として園内での記録を示した。

ウミヘヒ科 Ophichtidae

226. ウミヘビ亜科の葉形稚魚、 Ophichthinaesp. 

YCM-P18816 (2，キ84.1-86. 7) 1988. 12. 18. 

標本個体（図 1-1）は葉形稚魚で，第2番目の消化

管膨出部が最も大きい，尾部正中線下方の大型黒色素

胞は8個，消化管上方の大型黒色素胞は9個，背鰭前

部筋mi数は36-37,日工門前部筋節数は70であることな

どから，望月（1988,p.58 62）のウミヘピ亜科 sp.3

の記載と図に一致する。望月（1988〕の原図に用いた標

本（全長64.2mm）より本個体のほうが全長は大きいの

で大型黒色素胞は明瞭であった。本種は土佐湾（g月〉

と北部九州沿岸や大隅諸島海域（11月〕から記録され
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ている。

227. ヒレハシグロウミヘビ（新称〉

Ophichthys altipinnis 

YCM Pl9540 (1, *258. 6) 1988. 9. 25 

標本個体（図12）は，歯と歯列の形状から松原（19

55）によるウミヘビ科ウミヘビ属の l種であるが，外

部形態の特徴からは日本産の種に相当するものはな

い。本種は背 ・啓鰭高が高い，背路市I方鰭膜が黒い

（頭長の 3分の2程度），背鰭始部は奴孔の直上であ

る，胸鰭は!if!，、く縁辺部が白い，尾音g先端の肉質部が黄

白色であるなどの特徴をもっ。体色は背部が褐色で，

腹部は淡色，頭部はやや暗褐色である。これらの外部

形態の特徴は， WEBERand B1:AuF01n (1916, p. 308) 

やJoNESand KuMARA N〔1980,p. 121, Fig. 99）の記

載や図にあるO戸hichthysaltψinnis (KAUP）とよく一

致した。本種は日本初記録種であり，分布はラッカデ

ィブ諸島，スリランカ，セレベス諸島などから知られ

ている。

ヤガラ科 Fistularidae

228. アカヤガラ Fistulariacommersonii 

YCM-P19146 (1, 139. 0) 1987. 8. 21; YCM-P19561 

〔1, 278. 0) 1988. 10. 16. 

ヨウジウオ干ヰ Syngnathidae

229. アマタサヨウジ Festucalex erythraeus 

YCM P23153 (1， ネ46.5)1989. 11. 13, YCM-P24406 

(2, 73. 4-85. 9), YCM-P24426 (1, 82. 5〕1990.7. 16. 

本種はインド ・太平洋域に主に分布する。四イリア

ンとオーストラリ ア北東海域に分布し，本種によく類

似する Festucalexgibbsiとは，躯幹輪数が18（アマ

クサヨウジは16）であること，胸鰭基部上方に隆起線

が2木ある（アマクサヨウジにはない〉などの点で区

別される（DAWSON, 1985, p. 69）。益田ほか（1984,

p.88）によれば，本種は長崎県のみから知られている。

230. タツノイトコ Acentronuragracilisima 

YCM-P23230 (1，汚3.0) 1989. 12. 18. 

本種の体色や皮質突起の数には個体異変が多いとさ

れている（益田ほか，1988,p. 88, Pl. 76-x）。原本個

体の体色は赤褐色で， 明瞭な皮質突起が数多くみられ

た。

チコダラ科 Moridae
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*(24.) エゾイソアイナメ Physiculusmaximowiczi 

YCM-P23854 (1, 47. 9) 1990. 1. 28, YCM-P23950 

(1, 67. 6) 1990. 3. 26; YCM-P24407〔1,113. 8) 1990. 

7. 16; YCM-P25110 (2, 49. 9 60. 4) 1990. 11. 19. 

標本個体は東ほか（1989）により， 24.チゴダラ Phy-

siculus jaρonicusとして報告された。再同定の結果，

限径が両限間隔のほぼ3分の 2cチゴダラはほぼ同長
かやや短しうであり，エゾイソアイナメの特徴と一致

しT二 Cini=I王l』ま泊、， 1984, p目89〕。

イザリウオ科 Antennariidae

231. ハナオコゼ Histriohistrio 

YCM-P18990〔1, 10. 6), YCM-P 19001 (2, 7. 3-

8. 4) 1989. 6. 19. 

イットウダイ干ヰ Holocentridae

232. アヤメエピス Sargocentronrubrum 

YCM-P19603 (2, 42. 4 42. 6〕1988.10. 16. 

233. テリエピス Sargocentronittodai 

YCM-P19572 (1, 95. 8) 1988. 10. 16. 

ぺ29.) ウロコマツカサ Myripristismelanostictus 
YCM P19487 (1, 36. 3〕1988.8. 21. 

標本個体は東ほか（1989）により， 29.アカマツカ

サ Myriρristisberndtiとして報告された。再同定の

結果，胸鰭服部に小鱗がないこと，下顎の歯塊が2対

であること，背鰭 ・瞥鰭 ・尾鰭の各縁辺に暗胞をもつ

ことなどでウロコマツカサの特徴と一致した（益田ほ

か， 1984,p. 112）。本種の分布は土佐湾以南とされて

L、る。

ホラ科 Mugilidae

234. フウライポラ Crenimugilcrenilabzs 

YCM P19390 (1, 29. 0) 1987. 11. 15. 

本種は， j荷潮時に大型転石のある砕波帯付近で小群

でいた。

カマス科－ Sphyraenidae 

ぺ36.) タイワンカマス Sρhyraenaflavicauda 
YCM-P19581 (1, 110. 6), YCM P19583 (2, 83. 4 

101. 9〕1988.10. 16. 

標本個体は東ほか（1989）により， 36.アカカマス

sρhyraenaρinguisiとして 報告された。再同定の結

果， 世~線鱗数は84～91 （標本個体では85～90),！掬鰭

先端n.第1背鰭基部下に達しない， 背鰭高が限後長よ
りも短いなどの点でタイワンカマスの特徴と一致した

（益田ほか，1984, p. 118）。 本種は外観が類似するア

カカマスと頭長／吻長比（57%vs. 40%）や頭長／限径

比 （2396vs. 15~b）にも差が認められた。 本経の分布



は琉球列島から知られている。

ハタ科 Serranidae

235. アカハタ E1うineρhelusfasciatus 

YCM P23158〔1,50. 6); YCM-P23159 (1, 52. 5); 

YCM-P23187〔1,40. 9) 1989. 11. 13, YCM-P23928 

(3, 39.3 58.8〕1990.2. 25 ; YCM P23955 (1, 66. 6) 

1990. 3. 26; YCM P23965 (1, 56. 6); YCM-P 23971 

(1, 65. 7) 1990. 6.17. 

国ノ浦湾内で採集されたものは全て幼魚、であった。

236. ハクテンハタ Epine1うheluscaeruleopunctatus 

YCM-P19549〔1, 41. 8) 1988. 9. 25. 

本種は南日本のサンゴ礁海域では普通にみられる

が，本州中部海域では稀。EBノ浦湾では幼魚が1度採

集され，成魚、は未記録である。

237. 7 タハ Epineρhelussepteinfasciatus 

YCM-P18793〔1,105.2〕1988.12. 18. 

ユゴイ科 Kuhliidae

238. ギンユゴイ Kuhliainugil 

YCM Pl9636 (10, 18. 7-33. 8〕1988.11. 14 ; YCM 

P23147 (1, 30. 8) 1989. 9. 15; YCM P23959 (1, 18. 

5) 1990. 6. 17. 

本種は主にタイドプーノレ内で採集された。

テンジクグイ干ヰ Apogonidae

239. フウラ イイシモチ Aρogonquadrifasciatus 

YCM P23154 (1, 14. 2) 1989. 11. 13. 

本種は内湾の砂泥底地を好み，幼魚期はスナイソギ

ンチャクなどの周辺で群れる。本州沿岸では稀種。外

観が類似するテ ッポウイシモチ Aρogonkiennsis と

は側線鱗数が多い（2728 VS. 25), 背鰭前部鱗数が少

ない〔4vs目的ことで区別できる。益田ほか（1984,

p. 142）によれば， 本種の分布は天草諸島以南である。

田／浦湾では稀種。

240. スジイシモチ Apogoncookii 

5'15, シマアジ＝40～45%）。 標本個体は体長31.5聞の

幼魚で，体高／体長比は51.85'6であった。

フエダイ科 Lutjanidae

242. クロホシフエダイ Lutjanusrussellii 

YCM-Pl8794 (1, 70. 8) 1988. 12. 18, YCM-Pl9592 

(1, 49. 5) 1988. 10. 16, YCM P25128 (1, 57. O) 1990. 

10. 16; YCM-P25128 (1, 57. 0) 1990. 11. 19. 

採集標本は，全て幼魚期の個体。

243. 7エダイ Lutjanusstellatus 

YCM-Pl9194 (1, 96. 9) 1987. 9. 27, YCM-P25129 

(1, 50. 8) 1990. ll. 19. 

採集標本は幼魚。

244. ササムロ Caesiocaerulau何 us

YCM-Pl9632 (1, 47. 6〕1988.12. 18. 

採集標本は幼魚、。尾鰭両葉の中軸に1黒色縦帯があ

り， 同属のクマザサハナムロ C.tileの特徴と類似す

るが，体高は高く，背鰭が10赫14～15軟条（vs.10～ 

ll!IW19～22軟条〉と少ないことで区別できる。益回ほ

か（1984, p. 166）では， 本種の分布域が主に琉球列

島以南～インド ・西太平洋 のサンコ礁域と されてい

る。和歌山県以南（小西， 1985〕や小笠原諸島（座間

・藤間， 1977）などからも報告がある。

イサキ科 Pomadasyidae

245. コロダィ Plectorhynchusρictus

YCM Pl9620 (1, 53. 4) 1988. 11. 14. 

採集個体は幼魚。

キンチャクダイ干ヰ Pomacanthidae 

246. サザナミヤッコ Pomacanthussemicirculatus 

YCM P25132 (1, 19. 0〕1990.ll. 19 

回ノ首！？湾で、は＊種の幼魚が1988年9月に1個体採集

されたが飼育中に死亡し，標本を保管することができ

なかったので前報（東ほか， 1989）のリストには採録

しなかった。本個体は調査期間中で2個体自の傑本で

YCM-P23155 (1, 19. 0) 1989. 11. 13. ある。

岩礁や転石帯など同一環境に生息するオオスジイシ ウミタナゴヰヰ Embiotocidae

モチ Aρogondoederleiniと類似するが，吻部が丸い， 247. オキタナゴ Neoditre1河aransonneti 

体側にある暗色の5縦帯のうち第3縦帯が短く第一2背 YCM-P19573 (2, 91. 9 95. 9) 1988. 10. 16. 

鰭始部に達しない，尾柄 七の黒斑が不明瞭などの点で スズメダイ科 Pomacentridae 

区別できる（林・岸本， 1983, p.29, Fig. ld）。 248. オジロスズメダイ Pomacentruschrysurus 

アジ科 Carangidae YCM-Pl9643 (1, 16. 7) 1988. 11. 14, YCM P23136 

241. カイワリ Kaiwarinusequula (1, 14. 4) 1989. 8. 26. 

YCM Pl8932 (1, 31. 5) 1989. 5目21. 木種の学名には従来Pomac仰 trusrhodonotus BLE-

本種は， 近似種のシマアジPseudocaranxdentexと EKERがあてられてきたが， RANDALLet al. (1990, 

体高／体長比によって区別できる（カイワリ＝48～56 p. 277）によれば P.chrysurus CuvmRのシノニムと
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されているので，本報では彼らの意見に従った。木種

は浅いサンゴ礁域では普通穫である。主主回ほか（1984,

p.190〕によれば， 本種の分布域は琉球列島である。

田ノ浦湾での採集記録は年によって具なるが，個体数

は多くない。

249. メカネスズメダイ Pomacentrusbankanenszs 

YCM-Pl9614 (1, 29. 4) 1988. 10. 16. 

本種（図1ーのもオジロスズメダイと同様で，サンゴ

礁域では普通種。益田ほか（1984,p. 190）によれば，

本種の分布域は琉球列島とされている。回ノ浦湾では

稀種。

250. ナガサキスズメダ、イ

Pomacentrus nαgasakien幻S

YCM-P25109 (1, 12. 9) 1990. 11. 19. 

本種は岩礁やサンゴ礁域に生息し，千葉県 ・長崎県

以南（益旺lほか，1984,p. 190）や徳島県〔藍津・ 瀬能，

1991）など南日本の海域に分布するようであるが， 回

ノ浦湾、では幼魚が1度採集されただけである。

ぺ112.) イチモンスズメダイ
Chrysiptera unimaculata 

YCM-Pl9175 (1, 21. 6) 1987. 9. 27. 

標本個体は，東ほか〔1989）により112.ミヤコキセ

ンスズメダイ Chrysipteraleucopomaとして報告さわし

た。幼魚時の両種は極めて類似しているが，背鰭軟条

後方部にある黒斑の位置と 大きさにより再同定され

た。本種は回ノ浦湾て、は:f,lij種。

ヘラ科 Labridae

251. オトメベラ Thalassomalunare 

YCM-P25112 (1, 12. 5); YCM P25日3(1, 30.5〕

1990. 11. 19. 

採集標本（図 14）は幼魚。分布域は徳島県〔薩j翠

・瀬能， 1991）や和歌山県以南〔益田ほか， 1984, p. 

198）とされ，奄美大島以南の岩礁やサンゴ礁域では普

通。

252. ムナテンベラ Halichoeresmelanochir 

YCM-P25113 (1, 50. 2) ; YCM P25135 (1, 46. 2〕

1990. 11. 19. 

採集標本は幼魚。本径の分布域はオトメベラとほと

んど同様。

253. シロタスキベラ Hologymnosusdoliatus 

YCM-P25134〔l,55.9〕1989.11. 13. 

採集標本（図 15〕は幼魚。本種は相模湾以南に広

く分布し，伊豆諸島や小笠原諸島などにも生息する。

回ノ浦湾での採集記録はl度だけである。
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254. イトヒキベラ Cirrhilabustemminckii 

YCM-P25134 (1, 31. 6) 1990. 11. 19. 

採集標本は雌の幼魚。田ノ浦湾では，水深8mの大

型転石の周辺で1度だけ採集された。南伊豆の仲木周

辺海域では9～10月にかけて成魚の群らがりが確認で

きる。 回ノ浦湾では稀種。

255. ホシテンス Xyrichtyspavo 

YCMP 19500〔l, 12.8〕1988.8. 21; YCM-Pl9613 

〔2, 44. 1 70.0) 1988.10. 16. 

木種は湾中央部のアマモ場周辺の砂泥地で採集さ

れ，同属のテンス X.dea幼魚も同一場所で採集した

(YCM Pl9612）。成魚のホシテンスとテンスは，体色

と斑紋，背鰭第HJ!iと第3糠が鰭膜によって連続する

（テンス〉か不連続（ホシテンス〉であるかによって区

別できる。標本個体（図 16）は幼魚で，外観上では

テンス幼魚との区別がしにくく， 背鰭第2練と第3車車

問の鰭膜の状態と背鰭第1' 2 ~味があまり伸長しない

〔テンス幼魚では著しく伸長し旗竿状〕などの点から

ホシテンスと同定した。 しかし， 生時の体色や斑紋

はBURGESSand AXELROD (1988, p. 458, Pl. 381）の

ホシテンス幼魚、写真とは一致しない。テンス幼魚は，

体色と斑紋の異変が個体により著しいが（益田ほか，

1984, Pl. 208-c,d参照〉，本種についても同様と思わ

れる。分布域は高知県以南とされている。

256. タコベラ Cheilinusbimaculatus 

YCM-P23166 (2, 44.1合一70.0♀〕1989.11. 13. 

イト ヒキベラと同様に水深8mの大型転石の周辺

で， Afit雄 1対が採集されただけ』で、あるが， 同じ場所で

数回目視観察をしている。

ニザダイ科 Acanthuridae

257. ヒメテングハギ Nasoannulatus 

YCM P25138〔1,42. 9) 1990. 11. 19. 

幼魚（ケリ ス期） 1個体を採集した。同属のテング

ハギ N.unicornis幼魚、と類似するが，眼径が大きい，

尾柄ffflは白い，背鰭と啓鰭の上縁部が白い，体側に暗

色円Plがないなどの点から，同所で採集されるテング

ハギ幼魚、と区別できた。標本個体より体長が大きいと

推定できる RANDALL et al. (1990, p. 429）のヒメテ

ングハギ幼魚の写真と上記の特徴は一致する。

ペ131.〕 テングハギ Nasounicornis 
YCM P11949 (7, 66. 8 81. 4) 1987. 8. 21; YCM-P 

19150 (1, 107. 7) 1987. 7. 13, YCM-Pl9181 (1, 62. 5) 

1987. 9. 27; YCM-P 19184〔l, 94.4〕1987.10. 25; y 

CM P11989〔2, 85.3 87.4〕1986.10. 20. 



標本個体は東ほか（1989）により， 131.テングハギ

モドキ Nasohexacanthusとして報告された。標本は

全て幼魚〔ケリス期の個体を含む〉で，体似~の II音色円

斑が標本では不明瞭となるが，夜間の生体観察では明

瞭である。背 ・望号鰭には黄褐色の斜線が18～20条あり

背 ・轡鰭の縁辺部と尾柄部にある骨質板周囲は！渚青色

に縁取られる。標本個体の尾鰭上 ・下葉はまだ延長せ

ず，ほほ．被形に近L、。潮間帯下部付近の転石場で多く

みられ，主に夜間採集した。

258. キイロハギ Zebrasomaflavescens 

YCM P23168 (1, 26. 7) 1989. 11. 13. 

採集標本は幼魚。本種は，旋回ほか（1984,p.222) 

では琉球列島以南に分布する熱帯種とされているが，

伊豆諸島や小笠原諸島（座間 ・藤田， 1977）などにも

分布する。回ノ浦湾では稀種。同属のゴマハギz.sco 
pasの幼魚、は本種よりも分布域は広いが，凹ノ井u湾で
は未記録（益田ほか， 1984では駿河湾以南としている

が，著者の林と伊藤は相模湾東岸で目視観察してい

る〉。

259. コクテンサザナミハギ Ctenochaetusbinotatus 

YCM P19153 (1, 42. 0) 1987. 7. 13; YCM P23192 

(1, 30. 2) 1989. 11. 13; YCM-P25137 (1, 39. 7) 1990, 

11. 19. 

採集標本は全て幼魚。本種は益田ほか〔1984,p. 

224）によれば沖縄島以南に分布する。回／納湾で

は9～10月の主に夜間採集された。RANDALLet al. 

(1990, p.427）の本種幼魚、の写真と標本個体の外観上

の特徴はよく一致した。

260. クロハギ属の 1種 Acanthurussp. 

YCM-P23984 (1, 37. 7〕1990.6. 18, YCM-P24404 

(1, 36. 0) 1990. 7.15. 

鰭条数（背鰭9l担1!26軟条，轡鰭3j林24軟条，政鰭1

練sn吹条〕や尾柄部に前向きの鋭L、l赫があることな
どからクロハギ属の 1種である。標本は（図17）アク

ロヌノレス期およびケリス期に相当する幼魚で，種同定

には本属の成長段階別の検討が今後必要で‘ある。なお

田ノ昨tli湾で採集記録のあるクロハギ属は，シマハギ ・

ナガニザ ・ニジハギ ・モンツキハギ ・ニセカンランハ

ギ ・クロハギの6種がある。

ハセ科 Gobiidae

261. Fロホシイソハゼ Eviotasmaragdus 

YCM P25142 (1, 19. 3) 1990. 11. 19. 

標本個体の頭部感覚管（H’がある〉と孔器列はイソ

ハゼEviotaabaxと同じで完全〔益田ほか， 1984,p. 

229の解説参照〉。各鰭条の形質計数や体色の特徴は，

LACHNER and KARNELLA (1980, p. 23, Fig. Sa），益

田ほか (1988,p. 234, Pl. 237 c）や林ほか〔1990,

p. 127〕とよく一致した。本種は主にサンコ礁域に生

息し，従来の分布威は奄美大島以南である。

262. オ、シヒレイソハゼ Eviotaqueenslandica 

YCM P18900 (2, 21. 3-24. 3) 1989. 2. 19, YCM-P 

23864 (1, 13. 6) 1990.1. 29 , YCM-P23872 (1, 15. 0) 

1990. 2. 25. YCM P25143 (1, 15. 6〕1990.11. 19. 

標本個体の頭部感覚管にはH’がなく， 不完全であ

る。各鰭条の形質計数や体色の特徴は，LACHNERand 

KARN ELLA 〔1980, p. 86, Figs. 47 49），益田ほか（19

84, p. 234, Pl. 237 E），林ほか（1990, p. 128）と藍

浮 ・瀬能（1991,p. 100, Pl. 33B）とよく一致した。

従来本種の分布域は琉球列島以南のサンゴ礁域と され

ていたが，近年徳島県大島からも記録された（産機 ・

瀬能， 1991）。回ノ浦湾では外洋水の あたる湾、口付近

で，水深5～6mの岩礁抑lで採集した。

ぺ142.〕 イソハゼ属の 1種 Eviotasp. 
YCM P19635 (1, 15. 4) 1988. 11. 14; YCM-P23946 

(1, 21.6) 1990.3.26. 

傑本個体（図 1-8）は，東ほか（1989〕で142.イソハ

ゼ属の1種 Eviotasp.として報告したもの。傑本個

体の頭部感覚管〔H’がある〉と孔器列はイソハゼと同

じ完全である。第1背鰭6j隊，第2背鰭1練lOll吹条，

轡鰭1!!W9ii次条，胸鰭1617軟条，JJ盟鱗1事V5軟条，縦

列鱗数2324，；横列鱗数7。後頭部には1暗褐色斑があ

り， Jl旬鰭基t:filには2個の｜暗色点がある。体色は全体に

赤桃色で，透明感がある。これらの特徴から本種は，

LACHNER and KARNELLA (1980, p. 27〕や益田ほか

く1984,p. 234, Pl. 237-B）の Eviotamelasmaの記載

や図とよく類似する。また木種は藍深 ・瀬能 （1991,

p. 100, Pl. 32-C）のEviotasp. 2とも一致する。本種

は藍j草・瀬能（1991〕が指摘するように E.melasma 

とは鰭条数に差が認められるので，イソハゼ属の1種

とした。

263. ベニハゼ属の 1種 Trimmasp. A 

YCM P23234 (1, 23. 9) 1989. 12. 18. 

標本個体（図 1-9）には頭部感覚管がなく ，ベニハゼ

属の 1種である。第1背鰭6練，第2背鰭1練9ll次条，

轡鰭 1 練 8 ~依条，胸鰭18i欧条， 腹鰭 1 j幅1!5軟条，縦列鱗

数26，横列鱗数70 背自昔前部に鱗がある。 体色は俺黄

色。 形質計数や体色からはオキナワベニハゼTrimma 

okina却aetこ類似する（益田ほか， 1984,p. 236, Pl. 
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237-N）。ま た本径は藍深 ・瀬能（1991, p. 106, Pl. 

37 E）の Trimmasp.とも一致する。本種は藍滞 ・瀬

能（1991）が指摘するよう に，l血鰭の第5軟条が分校

する（標本個体では第5軟条は長く ，分校聞の鰭膜の

発達状態は思い〕 点ではオキナワベニハゼと異なるの

で，ベニハゼ属の 1種とした。水深5～6mの岩礁棚

で1個体採集した。

264. ベニハゼ属の 1種 T円mmasp. B 

YCM-P23152 (1, 14. 9) 1989. 9. 15, YCM-P23215 

(1, 16. 4); YCM P23235 (2, 15. 2-17.1) 1989.12. 

18; YCM-P25144 (1, 16. 3) 1990. 11. 19. 

本種〔図 1-10）もベニハゼ属の 1種である。第1

背鰭 6 車車，第 2 背鰭 H高 8 軟条， 1~1鮒 H凍 8 11吹条，胸

鰭18軟条，j皮鰭1赫 5！欲条、縦列鱗数 26-27, 横列鱗

数7。背鰭前部に鱗がある。体色は赤燈色で，体側に

赤褐色の斑紋が点在する。形質H数と体色の特徴から

はチゴベニハゼ Trimmasp.に類似する〔益田ほか，

1984, p. 236, Pl. 237 0〕。 しかし，本種には胸鰭基底

に黒色横帯がなく，腹鰭の第5軟条が完全に分校する

（銘5軟条は短く，分校間にも膜が発達する〉点ではチ

ゴベニハゼと異なる。水深5～6mの岩礁棚や転石の

隙間で採集した。

265.イトマンク ロユリハゼ Ptereleotrismicrolepis 

YCM-P23146 (4, 25. 8 52. 1) 1989. 9. 15. 

採集標本は幼魚。回／浦湾、では稀種。

266. ベンケイハゼ Prioleρisci抑eta

YCM P23171〔l,24. 2) 1989. ll. 13. 

本種の学名は従来 Prioreρisnakaharae (SNYDER) 

が用いられてきたが， MYERS(1989, p. 242）はPci-

ncta〔REGAN）のシノニムとしており，本報ではMYERS

の意見に従った。岩礁域には普通種と されるが，回ノ

昨日湾では稀種。

267. カタボシオオモンハゼ

Gnatholepis sea戸ulostigma

YCM-P23170 (1, 31. 8) 1989. 11. 13; YCM P25125 

(1, 26. 5) 1990. 11. 19. 

本種は主にサンゴ礁域の砂底に生息し，分布域が琉

球列島，小笠原諸島なとeの熱帯種て‘ある〔主主回ほか，

1984, p.242）。近年では徳島県（藍滞 ・瀬能， 1991)

から本種の北限分布が報告されたが，回ノ浦湾にも生

息、が確認されたので，分布域が北上した。水深7～8

mの砂底で，大型転石の下からタツワハゼやシュンカ

ンハゼなどと一緒に採集された。

268. ヒメイト ヒキハゼ（新称） cグyptocentrussp. 
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YCM P23236 (1, 38. 2) 1989. 12. 18. 

第1背鰭6~rn1，第 2 背鰭 1 赫10軟条， 轡鰭 H凍 9 軟

条，！淘鰭17$.政条，腹鰭1由来5軟条，縦列鱗数96，横列

鱗数3031, 背鰭前部に鱗がなし、。頭部感覚管のl)fj孔

は，前蛇蓋管のNと前眼肩甲管のGがない。木穫の鰭

条数と鱗数についてはイトヒキハゼCriptocentrusfi-

lifer (VALENCIENNEs）によく一致する。しかし頭部感

覚管の開孔では，前島型蓋管のNと前fl艮肩甲管のGがな

く，Nがないことではイトヒキハゼ（Gはある〉と，

Gがないことでは同属のコガネハゼ C.flavus (Nは

ある〉と共通するが，NとGの両方が欠如することで

は両種共に一致しない。また頭部の横列 －縦列孔器の

配列はイトヒキハゼよりもコガネハゼに類似する（益

回ほか， 1984, p.248, Fig. 106）。採集されたのは;f;fj;

が1個体（図 111〕で，第1背鰭の第2蘇は糸状に伸

び，第1刺lと第2耕iの鰭膜基底付近に明瞭な If七円型

黒色斑がある（イトヒキハゼでは第1j陳と第3j隊の鰭

膜間十こ2黒色斑がある〕。 第2背鰭と尾鰭の上方3分

の2Vこは陥褐色の明瞭な斜帯が数条あり，阪蓋部に淡

青色の輝点が散在するなどの特徴をもっ。標本側休が

小型であることと頭部感覚管の開孔状態が異なること

を除けば，イトヒキハゼに類似するが，頭部感覚管の

開孔状態を重視してここではイトヒキハゼ属の米記載

種と考えた。なお本種は水深2～3mの貝殻片の混じ

る砂底や泥底で巣孔中に生息していたが，共生エピ類

は確認できなかった。また同一種は数個体確認できた

が採集は本個体だけである。

269. シュンカンハゼ Callogobiussnelliusz 

YCM P23172 (1, 33. 9) 1989. ll. 13 YCM-P23220 

(1, 21. 0) 1989. 12. 18; YCM P23241 (1, 57. 8), Y 

CM P23242 (1, 28. 4) 1989. 12. 18, YCM-P23921 (1, 

53. 7) 1990. 2. 25 ; YCM P23948〔2,28.7 46.5) 199 

O. 3. 26; YCM-P23239 (1, 32. 0〕1990.6. 18; YCM-

P25136 (1, 41. 9), YCM-P25141 (1, 14. 2) 1990. 

ll. 19. 

オキナワハゼ属（現在日本産は6種〉では本経だけ

が回ノ浦湾から比較的多く採集された。水深3～lOm

の岩礁地や大型転石の下に生息している。本種は益田

ほか〔1984,p.254）によれば西伊豆 （駿河湾〉 以南に

分布するとしているが， 今回相模湾からも記録され

た。

270. ヤミクモハゼ（新称） Bathygobius laddi 

YCM-P23174 (1合，27.0〕1989.11. 13; YCM-P23 

868 (1♀，25. 7) 1990. 12. 9, YCM-P25126 (2♀，21.3 



-22. 8), YCM-P25146 (1♀，18. 2) 1990. 11. 19. 

第1背鰭6~札第 2 背鰭 l j和u9 i欧条，轡鰭l練 8ij次
条，胸鰭21-22i欧条，腹鰭 11W5 ii次条，縦列鱗数32-34,

横列鱗数1113，背轡前1m鱗数10-13。頭部感覚管の閃

孔は，同属のクサビハゼ ・ヤハズハゼ ・クロヤハズハ

ゼと同一で（A:rnll'l"Oand MEGURO, 1980), jji｝限肩Ejl

管の H’と後限肩甲管の K’は1開孔HKとなる。自ITよ4

孔の後縁は突起状に膨出する。胸鰭上部の5～6遊附

軟条は2分校する。！皮鰭の膜蓋中央部は突出しなL、。

頗の皮驚後1!W~出はわずかに突出する。 背｛J!IJ の鱗は感覚

管！？問LGの上方にわす’かに達しなし、。頬と腿蒸には鱗

がない。体側や背 ・轡 ・尾鰭には｜｜音赤褐色Ltl：があり，

生時は｜眼下から頬部にかけて陥褐色の斜幣が2本明l僚

に現れる。本種は FOWLCR(1931, p. 362, Fig. 6）の

Rhinogobius laddiの原記載やBURGESSand AXELROD 

(1988, p. 542, Fig. 403）の図とよ く一致した。本種

はクモハゼ属の日本初記録種である。イン ド昨と西部

太平洋から分布が知られている。回ノ浦湾では水深6

～10mの岩礁棚下や大型転石下などの陥所に生息して

いた〔図1-12）。

271. キマダラハゼ Astrabesp. 

YCM P23173〔l,29. 0) 1989. 11. 13; YCM P23945 

(1, 37.6) 1990.3.26. 

本種は益田ほか（1988, p. 268, Pl. 254-K）の記載

と図によく一致する。日本沿岸での分布は伊豆半島が

北限である（南限は種子島〉。 回ノ浦湾では水深5～

7mの転石下などに生息し，ヤミクモハゼと同じ場所

で採集された。

ぺ164.) セジロハゼ属の l種 Clarigersp. 
YCM-Pl8924 (7, 20. 6 26. 9〕1989.4.17; YCM P 

18962 (11, 21. 4 31. 4) 1989. 5. 21 ; YCM-Pl9208 (1, 

25. 6) 1988. 3. 27; YCM-P 19445 (1, 33. 5) 1988. 4. 

18; YCM-Pl9456 (2, 26. 8-27. 2) 1988. 5. 15, YCM 

-Pl9936 (16, 22. 1 30. 7) 1989. 6. 19; YCM-P23904 

(1, 22.9〕1990.2. 25; YCM P24244 (5, 25. 9 28. 2) 

1990. 6. 18. 

襟本個体（図 1 13）は，東ほか（1989〕で164.セジロハ

ゼ属の l種 （Clarigersp.）・として報告したが，標本類

の同定を依頼した極垣 優氏の夜、信によればセジロハ

ゼ属の未記載種であることが半IJった。外部形態では，

頭部の限下に暗色の斜帯がなく （セジ ロハゼ c.cos-

murusに似る〉，尾柄部には幅広い有鱗域があり（シモ

フリセジロハゼ C.exilisに似る〉，尾柄基部の上下に

ある淡色斑はセジロハゼよりも小さく，上下の大きさ

が不同であるなどの特徴をもっ。種の記載については

甑垣らにより検討中であるので今後の発表を待つこと

にする。本種は問 ／irfli湾の♂ イドプーノレや水深 3m付

近の転石下に生息し， 個体数は同属のセジロハゼよ り

も多く雌認される。

272. オオミミズハゼ Luciogobiusgrandzs 

YCM-P23881 (1, 54. O〕1990.2. 25. 

本種は， 日1 ノ lfll~雪奥の淡水流入がある潮間宇野の磯下

にさ｜ミ息する。

273. ナンセンハゼ Luciogobiuslりarvulus

YCM Pl8916 (5, 22. 3-36.1) 1989. 4. 17; YCM-P 

19937 (3, 27.4-32.3〕1989.6. 19. 

木種は日！ノ行ll向のタイドプ ノレ中の事者下からセジロ

ハゼなどと一緒に採集された。ミミズハゼ属の中では

本種だけにJI主鰭がないのが特徴。

274. ポウズハゼ Sciyoρterus japonicus 

YCM Pl8911 (3, 48.1-59. 4) 1989. 4.17. 

本径は凹ノ il"lll湾に流入する河川の河口域から採集さ

Jれた。

トラギス科 Mugiloididae

275. トラギス Paraρercisρulchella

YCM-Pl9591 (1, 55. 8) 1988. 10. 16; YCM-P23908 

(1, 47.2〕1990.2. 25. 

コケギンポ科 Chaenopsidae

276. トウシマコケギンポ Neoclinustoshimaensis 

YCM-P23176 (1, 45. 8) 1989. 11.13. 

本種は FuKAO (1988, p. 179, Pl. I A）や益田ほか

(1984, p. 282, Pl. 264 H）の記載や図と 一致した。

従来の分布域は和歌山県だけから知られている。

277. イワアナコケギンポ Neoclinuslacu削cola

YCM-P23177〔2,37. 6 41. 5), YCM-P 23201 (1, 

38. 9) 1989. 11. 13; YCM-P23906 (1, 38. 1) 1990. 2. 

25; YCM P23989 (1, 46. 2〕1990.6. 18 , YCM P24 

420 (1, 32. 7〕，YCM-P24433(1, 35. 0), YCM-P244 

34 (1, 42.2) 1990.7. 16. 

本種は FUKAO (1988, p. 189, Pl. I-B）や益田ほか

(1984, p. 282, Pl. 264-J〕の記載や図と一致した。ま

た回ノ存Ill湾産の－11恨の標本個体には， 体側の横帯の幅

や色彩にかなりの変然が認められた。本種もトウシマ

コケギンポと同様に，従来の分布域は和歌山県だけで

ある。

イソギンポ科 Blenniidae

278. ニセク ロスシギンポ

AsJうidontustaeniatus taeniatus 
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YCM-P23247 (1, 51. 6〕1989.12. 18. 

ゲンケ＇N Zoarcidae 

ド〔179.) トビイトギンポ Zoarchiasglaber 

YCM P18834〔l，勺01.5) 1989. 1. 22; YCM P18840 

(1，キ100.0)1989. 2. 19; YCM-P18975 (2, *51. 4 56. 1) 

1989. 5. 21 ; YCM P 19364 (5，勺8.9 56. 8) 1988. 4. 

27; YCM-P19518 (3, *44. 6 70. 9) 1988. 5. 22; YCM 

-P 19559 (2, *26. 0-26目3)1988. 9. 25; YCM-P 23865 

(1,*92目6)1990. 1. 29; YCM P23873 (1, *27. 6), YC 

M P23937 (1，活25.1) 1990. 2. 25. 

襟本個体〔図1-14）は，東ほか（1989）で179.カズ

ナギ属の l種 Zoarchiassp.として報告したが， トビ

イトギンポZoarchiasglaberと再同定された。同属の

コモンイトギンポ Z.neglectusに類似するが，益田ほ

か（1984,p.291）によれば，本種は背鰭（2224）和J(81

-83軟条vs.34赫83軟条〉と轡鰭（ 1 1凍8183軟条VS,1 

)jf!fi93軟条〉の鰭条数が多いことで区別される。体およ

び垂直鰭の斑紋は明瞭でないとされているが，国ノ浦

湾産の偲体では，付着じていた海藻（主にホンダワラ

類の褐藻〕によって体色は様々に異なり，斑紋が極め

て明瞭なものも採集された。本属の分類に関しては未

記載種を含めて再検討されている（木村清志氏私信に

よる〉。

フサカサコ科 Scorpaenidae

頚部はほとんど無鱗，限上に皮ベんがあり，頬部の限

下骨棚は無腺などの特徴からスナゴチ属の1種と考え

られる〔松原， 1955,p. 1119; SMITH and HEEMSTRA, 

P目482,485）。本種については瀬能 宏・中坊徹次両氏

により本個体も含めて詳細な検討が進められているの

で，今後の発表を待つことにする。本種は水深3m付ー

近の砂泥底付近から採集した。

283. トカゲ、ゴチ Jnegociajaponica 

YCM P18979〔1,78. 2) 1989. 5. 21. 

カジカ干ヰ Cottidae

284. ヤナギアナハゼ Pseudoble河niussp. 

YCM-P18943〔2,26.0 27目4)1989. 5. 21. 

背鰭10~凍 20軟条， 瞥鰭18軟条（標本個体では背 ・啓

鰭の最後2軟条は細く弱し、〉，胸鰭16軟条，腹鰭1練

2 n以条。背鰭練では第3腺が最長で， 前方練の上半分

の鰭膜は黒く，周闘が黄色。胸鰭軟条はほとんと肥厚

しない。限上皮べんはへら状で小さく，鼻赫上には皮

ベんがなし、。限径は頭長の31～33%で大きい。近似種

にはアサヒアナハゼ P cottoidesがあり同体長の個体

と比較した結果，アサヒアナハゼは背鰭前方全体が暗

褐色で周囲に黄色部がなく，胸鰭軟条はよく肥厚し，

限ヒ皮ぺんには枝葉があり大きい，鼻赫上にも皮ベん

がある，限径は頭長の24～26%で小さいなどの違いが

認められた。襟本個体（図1-16）は幼魚であるが，益

279. オニカサゴ Seoゆaenopsiscirrhosa 回ほか（1984,p. 315, Pl. 295-H〕の記載や図によく

YCM-P23859 (1, 41. 8〕1990.1. 29. 一致した。本種は京都府丹後半島沖の水深80mから報

280. サツマカサゴ Seoゆaenopsisdiabolus 告されているだけで，太平洋側では初記録である。水

YCM-P18838 (1, 49. 3) 1989. 1. 22; YCM-P18942 深3m付近の岩礁帯で，紅藻の中に潜んでいた。

(1, 47. 6〕1989.5. 21; YCM P19618 (1, 102. 5) 1988. ネス yポ科 Callionymidae

11. 14; YCM P23947〔1, 116. 0〕1990.3. 26. 285. ヤマドリ Neosynchiroρusijimai 

田ノ浦湾産のサツマカサコーについては体色や斑紋の YCM-P18984 (2, 53. 2♀ 79.16〕1989.6. 19. 

異なる 2型が観察される。しかし本種を含めてオニカ 本種は雌雄で第1背鰭練の大きさが著しく異なる特

サゴ属はまだ分類学的検討を要するものがあるような 徴がある。また体色は生息地域によって変異がある。

ので，ここではサツマカサゴは1種とする。 回ノ浦湾産の2個体の標本は雄と雌で，雄の体色は暗

281. ヒメヤマノカミ Dendrochirusbellus 縁色系の色彩が強かった。

YCM-P23248〔1,32.7〕1989.12. 18. ヒラメ科 Paralichthyidae

本種の成魚、は水深15～200mに生息する〔益田ほか， 286. タマガンゾウヒラメ

1984, p.302）。標本個体は幼魚、で，水深6m付近の砂 Pseudorhombusρen toρhthalmus 

泥底付近から採集した。 YCM-P18835 (2; 20. 3-22. 6) 1988. 12. 18, YCM-

コ チヰヰ Platycephalidae P18835〔1,30.7〕1989.1. 22目

282. スナコチ属の1種 Thysanophryssp. 湾奥の水深3～6mの砂底で，幼魚が採集された。

YCM P23249 (1, 91. 2) 1989. 12. 18. 287. アラメカ、レイ Taψho戸soligolepis 

標本個体（図1 15）は外部形態がアネサコチ属Oni- YCM-P18946 (1, 43. 6) 1989. 5. 21 ; YCM P19486 

gociaに類似するが，側線鱗数が多く（48-60）， 頭部と ( 1, 53. 4) 1988. 8. 21. 
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水深6～7mのアマモ群落周辺の砂底で採集され 現状では78科291種が記録されたことになる。出現魚

た。 種のおおよその傾向として，成魚期だけ記録されたも

ダルマガレイ科 Bothidae のが71種（24.496），幼魚、j切だけ記録されたものが116

288. トゲダノレマガレイ Bothus仰ntherinus 種（39.8?6), 幼魚、期から成魚期まで記録されたもの

YCM Pl8800 (1, 69. 7) 1988. 12. 18; YCM-Pl9633 が104種（35.7 ~めであった。この傾向から田ノ浦湾は，

(1, 32. 7) 1988. 11. 14. 周年多くの魚種が幼魚期に活用する（全記録種の75.1 

水深3～6mの砂底から幼魚が採集された。本種の %〉環境であることがわかる。地形的な湾の形状が多

分布域は和歌山県以南である（益田ほか， 1988,p. 様な気象条件に対して静隠な海況を保ちやすいこと

334）。

ササウシノシタ科 Soleidae

289. ササウシノシタ Heteroin.r.:terisjaponica 

YCM-P8088 (1, 71. 8) 1989. 11. 12; YCM Pl8945 

(1, 56目8)1989. 5. 21. 

290. トビササウシノシタ Aseraggodeskobensis 

YCM-P8087〔1,75. 9) 1989. 11. 12. 

外観はササウシノシタに類似するが，吻が著しい鈎

状でないこと，背鰭条数（6474軟条 vs.79-90軟条〉

や瞥鰭条数（45-55軟条 vs.52-61軟条〉が少ないこと

で区別できる。

ウシノシタ干ヰ Cynoglossidae

291. Fロウシノシタ Pamp!agusiajaponica 

YCM Pl8948 (1, 260. 0) 1989. 5. 21. 

モンガラカワハギヰヰ Balistidae

292. Fラカケモンガラ Rhinecanthusverrucosus 

YCM-P25140〔1,45. 4) 1990. 11. 19. 

標本個体は幼魚。本種の幼魚は千葉県以南で記録さ

れることがある〔益田ほか， 1984, p.344）。黒潮流の

影響でしばしば運ばれるようであるが，相模湾付近で

は死滅回遊と推定される。

ハコフク干ヰ Ostraciidae

オ〔218.) ミナミハコフグ Ostracioncubicus 

標本個体は，東ほか（1989〕で218.タロハコフグ

Ostracion meleagris meleagrisとして報告された。

標本個体は幼魚で，松浦（1991, p. 3, Fig.① ・⑦〉

のミナミハコフグ幼魚の体色に関する記載と写真によ

く一致した。なお回ノ浦湾では本種以外にハコフグ

Ostracion immaculatusの幼魚、も採集されるが，ハコ

フグの個体数（9個体〉のほうが多かった。

まとめ

回／浦湾から記録された魚種は， 1986年10月から

1988年8月までに75科225種（7未同定種を含む）を

報告した 〔東ほか，1989）が，1988年9月から1990年

11月までの調査により29科66径があらたに追加され，

や，アマモ場やガラモ （カジメ ・ホンダワ ラ類〉場が

広域に存在することなどが幼魚類の生活に適している

ためと思われる。なお東ほか〔1989）の目録中に記し

た225種のなかで目視観察による記録種は下記の48種

であり， ＊印の種については採集により近縁種や類似

種との比較が今後必要と思われる。マイワシ ・キビナ

ゴ・凶マアナゴ ・ホウライウミヘビ ・コFンズイ ・アカ

エソ ・マダラェソ ・イタチウオ ．＊イ ットウダイ ・ナ

ミノハナ ・＊オオカマス ・キジハタ ・キンギョハナダ

イ ・コスジ イシモチ ．＊ムロアジ ・カンパチ ・シマア

ジ・ヒラマサ．＊ギンガメアジ ・モンツキアカヒメジ ・

インドヒメジ ・オオスジヒメジ ・キスジヒメジ ・＊ィ

スズミ ・訣テンジク イサキ ・クロダイ ・メイチダイ ・

ノコギリダイ ・シラコダイ ・ツキチョウチ ョウウオ ・

チョウハン ・セグロチョウチョウウオ ・ウミタナゴ ・

ミギマキ ・コガシラベラ ・コブダイ ・ヒブダイ・ マサ

パ ・本クロハギ ・ニジノ、ギ ．キサザナミハギ ・アイナメ

・サラサカジカ ・ツノレウハウオ ．キコフヌメリ ・ムラ

サメモンガラ ・アオサハギ ・アカメフグ ・ヒガンフ

グ。
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